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夏
越
の
大
祓　

６
月
３
０
日
斎
行
。昨
年
の
天
候
は
雨
、

参
拝
者
３
０
０
名
。雨
の
中
で
も「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」に
６
０

名
参
列
。今
年
の
天
候
は
曇
、参
拝
者
は
３
５
０
名「
茅
の
輪

く
ぐ
り
」に
は
１
２
０
名
が
参
列
。昨
年
よ
り
倍
増
の
参
列

者
数
。茅
の
輪
く
ぐ
り
の
由
来
・
効
用
・
く
ぐ
り
方
の
説
明
板

を
掲
示
し
て
お
く
と
関
心
を
よ
り
高
め
る
の
か
、茅
の
輪
を

数
日
前
か
ら
設
置
し
て
お
き
ま
し
た
が
、大
祓
当
時
ま
で
の

間
も
多
く
の
参
拝
者
の
皆
さ
ん
が
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
お
ら

れ
た
。

　
大
祓
の
祭
典
後
も
数
日
間
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
し
た

が
茅
の
輪
の
需
要
は
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。「
茅
の
輪
神

事
」だ
け
で
な
く「
切
麻・人
形
神
事
」「
御
焚
上
神
事
」へ
の
参

列
者
の
関
心
度
の
強
さ
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
っ
て
き
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
か
ら
は
祈
祷
所
に
お
い
て「
夏
越
大
祓
特
別
祈

祷
」を
１
ヵ
月
間
続
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。リ
セ
ッ
ト
し
て

下
半
期
へ
新
た
な
歩
み
楽
し
み
で
す
ね
。

皆
様
、ご
参
拝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（１）

１月　１日  歳　　旦　　祭
１２月３１日　年越大祓・除夜祭

茅の輪くぐりには 120 人が参加

可愛いお子様も左足からと諭され、祓言葉を唱えながらくぐっていた。

夏越大祓
本殿前広場
参拝者で賑わう！

ま
だ
ま
だ
つ
づ
く
人
の
輪



（２）

 
 

神
社
日
誌
抄

玉
置
山
文
化
サ
ロ
ン

玉
置
山
文
化
サ
ロ
ン
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毎
月
１
日
は
出
雲
大
社
玉
置
教
会
１
５
日
は

三
柱
社
、
２
４
日
は
本
社
、
８
日
は
大
日
堂

社
の
月
次
祭
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
１
６
日　

・
責
任
役
員
前
坂
さ
ん
、
稲
田
さ
ん
、
森
さ
ん
「
茅
の
輪
」

　
　
　
　
　
　
　

を
作
製

　
　
　
　
　
　

・
出
雲
大
社
教
分
詞
長 

大
教
会
長 

教
会
長 

支
会
長 

平
成

　
　
　
　
　
　
　

２
６
年
役
員
会
協
議
会
に
出
席
の
た
め
１
８
日
ま
で
出
張

６
月
１
９
日　

・
坂
本
税
理
士
事
務
処
理
の
た
め
来
社

６
月
２
１
日　

・
朝
日
旅
行
ご
一
行
１
７
名
が
参
拝

６
月
２
３
日　

・
鵤
工
舎 

境
内
建
造
物
調
査
見
積
り
の
た
め
来
社

６
月
２
５
日　

・
共
同
通
信
社
矢
頭
氏
、
宮
司
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
打
ち
合
わ

　
　
　
　
　
　
　

せ
の
た
め
来
社

６
月
２
６
日　

・
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存
事
務
所 

佐
坂

　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
他
３
名
が
建
造
物
調
査
の
た
め
来
社

　
　
　
　
　
　

・
朝
日
旅
行
ご
一
行
９
名
が
参
拝

６
月
２
８
日　

・
和
太
鼓
奏
者
原
田
嘉
子
さ
ん
他
１
名
が
来
社　

８
月
２
５

　
　
　
　
　
　
　

日
、
本
殿
前
広
場
に
て
奉
納
演
奏
決
定

６
月
３
０
日　

・
共
同
通
信
社　

矢
頭
さ
ん
来
社
、
宮
司
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　

す
る

　
　
　
　
　
　

・
夏
越
し
大
祓
午
後
３
時
よ
り
執
り
行
う
１
２
０
名
が
参
列

　
　
　
　
　
　

・
十
津
川
村
復
興
協
力
隊
の
横
山
氏
来
社
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

で
夏
越
大
祓
の
後
片
付
け
協
力

７
月　

６
日　

・
十
津
川
村
観
光
振
興
課
神
谷
さ
ん
、
縁
活
ツ
ア
ー
の
方
々

　
　
　
　
　
　
　

２
３
名
を
案
内

　
　
　
　
　
　

・
十
津
川
村
観
光
振
興
課
横
山
さ
ん
が
、
早
稲
田
大
学
の
方

　
　
　
　
　
　
　

々
１
３
名
を
案
内
さ
れ
参
拝

７
月　

７
日　

・
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
４
０
名
が
参
拝

７
月
１
１
日　

・
台
風
後
の
被
害
調
査
を
行
う
本
殿
７
か
所
に
雨
漏
り
確
認

　
　
　
　
　
　
　

巨
樹
群
に
被
害
な
し　

県
及
び
村
各
教
育
委
員
会
に
被
害

　
　
　
　
　
　
　

報
告
を
す
る

７
月
１
４
日　

・
前
奈
良
県
知
事
柿
本
善
也
氏 

正
式
参
拝
の
為
来
社

７
月
１
５
日　

・
奈
良
新
聞
社
主
催
で
２
８
名
が
正
式
参
拝

　
　
　
　
　
　

・
名
古
屋
の
竹
森
康
二
さ
ん
が
、
う
る
し
ぬ
り
・
金
箔　

額

　
　
　
　
　
　
　

「
天
祥
」
を
奉
納

７
月
１
７
日　

・
東
南
院
の
方
々
２
６
名
が
参
籠
の
た
め
来
社

７
月
１
８
日　

・
１
８
日 

１
９
日
両
日
阪
本
税
理
士
来
社

７
月
２
２
日　

・
宿
坊
茶
屋
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ
２
基
の
お
が
屑
を
交
換

数
十
年
ぶ
り
に
大
規
模
台
風
接
近
中
と
の
こ
と
で
出
張
先
か

ら
急
遽
戻
る
。

　　　

８
日
に
は
台
風
対
策
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ
の
対
策
を
徐

々
に
構
じ
て
い
く
。
９
日
、
１
０
日
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

体
制
を
敷
く
。
少
な
い
な
が
ら
も
職
員
の
み
で
対
応
。

家
の
事
も
気
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
全
員
一
丸
と
な
る
。

境
内
く
ま
な
く
何
度
も
一
斉
に
パ
ト
ロ
ー
ル
。
夜
は
通
常
の

２
倍
の
人
員
で
泊
ま
る
。
夜
も
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
。

社
務
所
、
宿
坊
は
全
て
雨
戸
を
閉
じ
る
。

　

社
務
所
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
り
、
杉
の
巨
樹
群
は

県
指
定
天
然
記
念
物
。
老
朽
施
設
、
千
年
単
位
の
樹
齢
の
巨

木
を
ど
う
守
れ
る
か
。

　

恐
怖
の
二
夜
で
あ
っ
た
が

幸
い
手
ひ
ど
い
打
撃
は
受
け

な
か
っ
た
。

　

１
１
日
、
台
風
も
通
過
し

て
お
り
全
員
で
一
斉
に
境
内

と
周
辺
を
チ
ェ
ッ
ク
。

　

玉
置
山
の
神
々
が
お
守
り

く
だ
さ
っ
た
の
か
と
の
想
い

も
強
し
。
非
番
の
職
員
も
駆

け
つ
け
る
な
ど
職
員
の
心
も

一
つ
で
し
た
。

　

さ
れ
ど
他
地
域
の
状
況
い

か
ば
か
り
か
と
心
は
痛
む
。

　
　

（
７
月
１
１
日 

記
録
）

台
風
８
号
接
近
！

　

出
雲
の
阿
国
の
墓
所
は
何
度
か
訪
れ
、
自
分
な
り
の
イ

メ
ー
ジ
で
彼
女
の
活
躍
を
楽
し
ん
で
き
た
。
こ
の
た
び
案

内
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
て
、
阿
国
が
出
雲
に
帰
り
剃
髪

し
て
智
月
尼
と
な
り
晩
年
を
過
ご
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

安
養
寺
を
伺
え
た
。
そ
こ
で
阿
国
が
使
っ
て
い
た
手
鏡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
珠
等
を
拝
見
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
て
頂
き
歌
舞
伎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ァ
ン
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
激
も
ひ
と
し
お
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
連
歌
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
ま
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
連
歌
庵
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
や
す
ら
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か…

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
養
寺
で
親
切
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
寧
に
ご
説
明
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
さ
っ
た
方
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案
内
し
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
方
、
あ
り
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
雲
の
阿
国
さ
ん



　

 

漆
塗
り
職
人
と
し
て
ご
活
躍
の
紗
和
み
つ
る
氏
（
作
家
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
名
竹
森
康
二
氏
は
、
過
ぐ
る
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置
神
社
参
拝
の
折
り
、
作
品
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
頂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
今
年
は
初
個
展
を
開
く
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
ま
し
た
と
御
礼
に
来
社
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
る
し
ぬ
り
、
金
箔
の
額
「
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祥
」
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
こ
の
輝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
！

（３）

く
　
に
　
た
　
ま
　
の
　
会

　

柿
本
善
也

前
知
事
ご
夫

妻
７
月
１
４

日
正
式
参
拝
。

か
ね
て
よ
り

御
来
意
は
伺

っ
て
い
ま
し

た
が
よ
う
や

く
実
現
。

　

朝
か
ら
小

雨
も
通
り
過

ぎ
お
陽
様
も

輝
き
風
も
心

地
よ
か
っ
た
。

　

柿
本
前
知
事
正
式
参
拝

う
る
し
ぬ
り・
金
箔
　
額「 

天
　
祥 

」奉
納
　

東南院の皆さん２６名（女性

２名）がご参拝 修験道修行。

　

毎
年
ご
来

社
さ
れ
る
。

大
先
達
五
條

良
知
氏
を
リ

ー
ダ
ー
の
も

と
、
お
疲
れ

は
全
く
感
じ

さ
せ
る
こ
と

な
く
整
然
と
。

修
験
者
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン

も
び
し
り
と

決
ま
る
。

　

こ
の
ご
縁

い
つ
ま
で
も
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
十
津
川
村
児
童
生
徒
、

教
職
員
の
皆
さ
ん
ご
参
拝

北海道神宮にて

　

「
く
に
た
ま
の
会
」
は
大
国
主
大
神
を
奉
斎
す
る
神
社
を

会
員
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

玉
置
神
社
は
明
治
１
９
年
以
来
、
出
雲
大
社
玉
置
教
会
と

密
接
に
か
か
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

大
神
神
社
鈴
木
寛
治
宮
司
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
入
会
。

そ
し
て
こ
の
た
び
初
め
て
総
会
等
に
出
席
。
交
流
と
視
野
を

拡
げ
る
あ
り
が
た
い
時

間
で
し
た
。
「
樺
太
の

神
社
」
を
テ
ー
マ
の
ご

講
演
。
興
味
深
く
拝
聴
・

拝
見
。
現
在
と
過
去
の

ス
ラ
イ
ド
。
イ
ン
パ
ク

ト
あ
り
。

　

南
樺
太
に
こ
れ
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
神
社
が
あ

っ
た
と
は
驚
き
！

　

昔
を
今
に
返
す
束
の

間
の
旅
を
し
た
心
地
。
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青
山
参
与
が
祭

典
を
つ
と
め
そ
の

あ
と
ご
夫
妻
は
神

代
杉
、
襖
絵
、
三

柱
神
社
、
出
雲
大

社
玉
置
教
会
と
た

ん
ね
ん
に
回
り
、

お
た
ず
ね
も
あ
り

興
味
津
々
参
拝
さ

れ
て
お
ら
れ
た
。

ご
案
内
し
て
来
ら

れ
た
田
井
中
さ
ん

も
カ
メ
ラ
持
参
で

し
っ
か
り
と
探
訪
。

　

本
年
も
、
ご
参
拝
い
た
だ
い
た
。
村
内
で
見
て
い
た
だ

き
た
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
タ
イ
ト
。

　

ご
説
明
す
る
時
間
は
な

か
っ
た
が
子
供
達
は
は
じ

け
る
よ
う
に
元
気
、
境
内

に
元
気
な
声
が
暫
し
満
ち

あ
ふ
れ
る
。

　

帰
り
は
整
列
し
て
「
あ

り
が
と
う
」
の
ご
あ
い
さ

つ
を
子
供
達
か
ら
い
た
だ

い
た
。

　

玉
置
の
山
々
に
も
た
く

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い

た
だ
き
ま
し
た
ね
、

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
、
そ

し
て
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
く
だ
さ
い
。



（４）

宮司あいさつ

玉串奉奠

茅
の
輪
く
ぐ
り

忌火点火

祓物を執り裂く

御焚き上げ

神事を見守る参列者
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